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〈北鎌倉駅〉（JR 横須賀線／鎌倉市山ノ内）住民の請願で 1927（昭和

2）年に円覚寺の門前に仮停車場として設置、3 年後に停車場に昇
格した。駅舎はその開業時の建物という、今も構内踏切を残す首
都圏では珍しい JR の駅だ。2014（平成 26）年にバリアフリー化。

〈極楽寺駅〉（江ノ島電鉄／鎌倉市）1904
（明治 37）年に江之島電気鐡道の駅と
して開業、昭和 50 年台には TV ドラマ
の舞台にもなった。近年新駅舎が建て
られたが、旧駅舎をうまく残す。

〈久里浜駅〉（JR 横須賀線／横須賀市）

1944（昭和 19）年の横須賀線延伸
に伴って開業、戦時中の軍需工場
への工員輸送のために大柄な駅舎
となる。隣の衣笠駅とともに今で
は貴重な木造駅舎が残る。

〈山北駅〉（JR 御殿場線／足柄上郡山北町）かつて東海道
線だった山北駅の開業は 1889（明治 22）年にさかの
ぼる。現駅舎は 1924（大正 13）年建築。黒瓦の国鉄
らしい木造駅舎は見ごたえがある。駅裏には御殿場線
を走った D52 蒸気機関車も保存、ここに機関区があっ
た歴史を伝えている。駅の一帯は桜の名所だ。

〈大雄山駅〉（伊豆箱根鉄道大雄山線／南足柄市関本）前
身の大雄山鉄道によって 1925（大正 14）年に開業、
終着駅らしいホーム末端の三角屋根駅舎が印象的だ。
隣には車庫もあり珍しい旧型電車もみられる。駅頭に
は金太郎の像があり名物に、大雄山最乗寺まではバス
で連絡。ここも階段がないバリアフリー駅だ。

〈宮山駅〉（JR 相模線／高座郡寒川町宮山）

1931（昭和 6）年私鉄の相模鉄道時代に
地元の請願によって設けられた。1942

（昭和 17）年に改築された簡素な木造駅
舎が路地の奥にたたずむ。寒川神社のも
より駅で初詣時は駅員が配置される。
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